
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オキシメータの 包帯上に設けられた モジュール型容器に受け入れられ
るようになされた モジュール型ハウジングを備えた光
ファイバケーブルであって、
　光ファイバケーブルがパルス型オキシメータの発光器及び検知器を患者に接続し、患者
に オキシメータの包帯が嵌められ、 オキシメータの 包帯には、

患者の指の各側部に配置され
る 容器が設けられており、
　
　　一方の端部に 一対の ハウジングを有し
、一方の ハウジングは

発光器として機能するようになされており、他方の
ハウジングは 受光器と

して機能し、
　　他方の端部に、前記パルス型オキシメータと接続するコネクタを有し、
　

ことを特徴とする光ファイバケーブル。
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使い捨て 使い捨て
一対の取り外し可能且つ再使用可能

前記使い捨て 前記 使い捨て
患者に該オキシメータの使い捨て包帯が嵌められたときに該

前記使い捨てモジュール型
前記光ファイバケーブルは、

前記 取り外し可能且つ再使用可能モジュール型
該取り外し可能且つ再使用可能モジュール型 一方の該使い捨てモジ

ュール型容器の内で 該取り外し可能且
つ再使用可能モジュール型 他方の該使い捨てモジュール型容器内で

使用後、前記光ファイバケーブルは再使用され且つ前記オキシメータの使い捨て包帯は
捨てることが可能であるように、該光ファイバケーブル及び前記取り外し可能且つ再使用
可能モジュール型ハウジングは、使用後、該オキシメータの使い捨て包帯の該使い捨てモ
ジュール型容器から取り外し可能である



【請求項２】
　前記光ファイバケーブルは、鉄を含む材料を配置することができないＭＲＩ装置であっ
て、パルス型オキシメータが該ＭＲＩ装置からある距離だけ隔置した位置に配置されてい
る該ＭＲＩ装置と共に使用するためのものであり、前記パルス型オキシメータの前記発光
器及び前記検知器を前記患者に接続する、請求項１に記載の光ファイバケーブル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、プローブの高価な再使用可能部分と患者との接触がないように使い捨ての包帯
装置によって再使用可能なプローブを作り且つ患者に固定する方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
今日まで、パルス型オキシメータのプローブの使用は、患者に対する使用によって汚染さ
れる高価な再使用可能なプローブ又は概して健康管理施設に対してかなりの費用に上るよ
り安い使い捨てのプローブに限られてきた。比較的低廉な汚染された包帯装置は、次いで
、一つの患者に使用された後に廃棄することができ、プローブは、新しい包帯装置と共に
使用することができる。
【０００３】
他の人々は、ラミネート方法によって、使い捨てプローブを多数回使用のプローブに変換
することを試みて来た。この方法においては、元の接着剤が元の製造者によるセンサーか
ら除去される。次いで、センサーは、プラスチックのシース内にラミネートされ、次いで
、シース全体が透明で接着剤で裏打ちされたスリーブ内に挿入され、このスリーブが、次
いで患者に接着される。使用後に、プローブは、スリーブから抜き取られ且つ別の患者に
使用するために新しいスリーブ内に挿入される。
【０００４】
この方法には、ある種の欠点が存在する。最初に、可撓性のラミネートされたセンサーを
長いスリーブ内に挿入するのは困難である。第二に、スリーブの内側のラミネートされた
センサーの厚みは、曲げるのが難しく且つ人間の外肢に適当に突き刺すのが難しい。第三
に、赤外光の伝播及び受光が、スリーブの側面から入ってくる外部光によって影響を受け
得る。そして、第四に、スリーブを通過するときの赤外光の伝播及びスリーブに結合され
た接着剤に対する影響について幾分議論が存在する。
【０００５】
パルス型のオキシメータの問題点のうちの一つ及び患者を連続的に監視することは、種々
の病院の部署内で使用される種々のモニターの広いアレイである。多くの場合、患者は、
病院が一つの特定の銘柄のモニターを使用している救急室（ＥＲ）内から治療を開始され
るであろう。使い捨てのプローブが患者に取り付けられ、次いで、患者が集中的な処置を
受ける場合には、ＥＲ内に固定された使い捨てのプローブは、集中的な処置において使用
されているパルス型オキシメータがＥＲ内のものと同じ作りである場合にのみ作動するで
あろう。同じ患者がもう一度 X線透視を受けるか又は MRIを受ける場合には、これらの種々
の部署は、再度、種々のパルス型オキシメータを有するかもしれない。一つの部署内に固
定された使い捨てプローブが廃棄され、新しいものが他の部署内に固定されることが何回
も生じる。明らかに、これは、パルス型オキシメータによるモニタリングを提供する上で
付加的な費用を発生させる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上に概説した問題点を解決するばかりでなく、製造コストが安く且つ使用し易
い代替物を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
従って、本発明の目的は、パルス型オキシメータによるモニタリングを必要としている患
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者の部署間又は施設間での移送を容易にする方法を提供することであり、この方法におい
ては、患者を監視するために使用される前記パルス型オキシメータが異なる製造元による
ものであっても良い。この方法は、モジュールエミッタと、それに組み込まれた検知器容
器と、を有している包帯装置を患者に固定すること、使い捨ての包帯装置の容器とかみ合
い係合し及び／又は脱係合して、固定される包帯装置を変えることなく、異なる製造元に
よるパルス型オキシメータによって患者が監視され得るようにしたモジュール型ハウジン
グを、前記異なる製造元によるパルス型オキシメータプローブの各々に設けること、とを
含んでいる。
【０００８】
本発明においては、種々の製造元によるプローブが、使い捨ての包帯装置の容器とかみ合
い係合するハウジングを含んでいる限り、これらのプローブを受け入れる包帯装置を有す
ることによって、部署間又は施設間での移送が著しく容易になる。
【０００９】
再使用可能なパルス型オキシメータのプローブの各々は、少なくとも一つの発光ダイオー
ドと、一つのフォトセル検知器と、を有しており、エミッタと検知器とがプラスチックの
ハウジング内に収容され、一つのハウジングは、エミッタと整合された開口又は放射線透
過性の窓を有しており、他方のハウジングは、検知器と整合された開口又は放射線透過性
の窓を有している。使い捨ての包帯装置は、少なくとも一つの面の少なくとも一部分上に
接着剤を有し、各々が、少なくとも一つの開口又は放射線透過性の窓を有している、少な
くとも２つのプラスチックの容器が取り付けられている包帯ストリップである。プローブ
ハウジングは、包帯容器とかみ合い係合することができ且つかみ合ったハウジング及び容
器の開口又は放射線透過性の窓を介して及び患者の外肢を介して光を伝播し且つ受け取る
。容器の開口は、ハウジングを容器の中心に配置し且つ整合させ且つその中を光を適正に
伝播させ且つ受け取るために、ハウジングの管状の突出部を受け入れるのに十分な大きさ
を有している。接着剤ストリップとこれに取り付けられた容器との間には、再使用可能な
プローブアセンブリを患者から隔離するために、半透明のシリコーン窓又は別の放射線透
過性材料からなる窓がサンドイッチされている。包帯装置は、一人の患者への使用の後に
廃棄してもよく、再使用可能なプローブは、別の包帯装置と組み合わせて別の患者に再使
用しても良い。包帯装置の容器は、人間の指上に合致して着座するために一方の側部に凹
状表面を有してもよく又は人間の足、鼻又は耳に合致して取り付けるために、少なくとも
一つの側部に平らな面を有している。ハウジング及び容器もまた、ハウジングを容器に接
合し及び容器から取り外すために、“マッシュルームフック”タイプのフックアンドルー
プ材料を含んでいても良い。更に、ハウジング及び容器は、“マッシュルームフック”の
フック及びループ材料の接着のための凹状領域を有している。
【００１０】
本発明の別の実施形態においては、使い捨て包帯装置の容器は、プローブアセンブリのハ
ウジングの選択的な係合のための接着ストリップに直に取り付けることができる“マッシ
ュルームフック”材料自体であっても良い。
【００１１】
最後の本発明の好ましい実施形態においては、発光ダイオード及びプローブアセンブリの
フォトセル検知器を、容器内の凹み又はスロットと結合することができる係止レバーを備
えたモジュール型ハウジング内に取り付け、容器内の適正な位置にハウジングを確実に係
止して、かみ合ったハウジング及び容器を介し且つ患者の外肢を介する赤外光の伝播及び
受光を可能にするようにしても良い。この実施形態においては、シリコーン又はその他の
放射線透過性の窓を、患者の皮膚に対して取り付けてもよく且つ包帯ストリップの両側に
容器を固定するために使用しても良い。これは、係止レバーの使用によって行われ、同係
止レバーは、包帯内の穴又はスロット内に押し込まれ且つ包帯の両側に取り付けられた容
器と係合して、これらの間に包帯をサンドイッチする。
【００１２】
【発明の実施の形態】
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（再使用可能なパルス型オキシメータの説明）
再使用可能なパルス型オキシメータは、図１の符号Ｆで示されている“Ｙ”型のパルス型
オキシメータプローブを構成している。このプローブは、図１の符号Ｇとして示された２
つのプラスチックのハウジングを組み入れている。このハウジングは、その中に、開口又
は放射線透過性の窓Ｌを含んでいる。一つのハウジングは、プローブの発光ダイオード（
図１、符号Ｈ）を含んでおり、他方のハウジングはフォトセル検知器（図１、符号Ｉ）を
含んでいる。発光器及び検知器は、人間の外肢を介して光を伝播し且つ受光するためにハ
ウジングの開口又は窓Ｌと整合されている。
【００１３】
接着剤で裏打ちされた“マッシュルームフック”（図１、符号Ｋ）が、各ハウジングの凹
部領域内に着座せしめられ且つ永久的に取り付けられている。これらのパッドの目的は、
プラスチックのディスク（図１、符号Ｄ）に永久的に取り付けられた“マッシュルームフ
ック”パッド（図１、符号Ｊ）と選択的に係合し且つ再使用可能なプローブアセンブリを
使い捨ての包帯装置に取り付けることである。再使用可能なパルス型オキシメータセンサ
ーは、図２の符号Ａとして組み立てられた状態で示されている。
【００１４】
再使用可能なオキシメータの好ましい実施形態においては、発光ダイオード（図５、符号
Ａ）及びプローブアセンブリのフォトセル検知器（図５、符号Ｂ）が、使い捨ての包帯装
置の容器と係合し且つこれらの容器を定位置に係止するための係止レバー（図５、符号Ｄ
）を有しているモジュール型容器（図５、符号Ｃ）内に収容されている。この実施形態に
おいては、発光ダイオード（図６、符号Ａ）及びフォトセル検知器（図６、符号Ｂ）が、
互いにかみ合う容器半体間にサンドイッチされており、これらの容器半体のうちの底部半
体（図６、符号Ｃ）は、放射線透過性材料によって作られている。本発明に従って、部署
間又は施設間での移送は、使い捨ての包帯装置の容器とかみ合い係合するハウジングを含
んでいる限り、種々の製造者によるプローブを受け入れる包帯装置を有することによって
、著しく容易になる。
【００１５】
（使い捨て包帯装置の説明）
この装置の構成要素としては、接着剤で裏打ちされたストリップ（図１、符号Ａ）があり
、このストリップＡは、その上に中心決めされた２つの楕円形の突出部Ｂ（図１）を組み
込んでいる。このストリップはまた、楕円形の突出部内の中心に配置された２つの開口Ｃ
を有し、これらの開口の各々は、発光ダイオード及びパルス型オキシメータプローブのフ
ォトセル検知器からの光を伝播し且つ受け入れることができる十分な大きさの直径を有し
ている。
【００１６】
開口Ｃの頂部には、２つのプラスチックのディスク（図１、符号Ｄ）が着座せしめられ、
これらのディスクの各々は、人間の指の半径に合致するように設計された凹状のベース部
と、接着剤で裏打ちされた平らなストリップ内の開口よりも若干大きい直径の開口と、を
有している。これらのプラスチックのディスクは、永久的な接着剤によって接着性の平ら
なストリップに固定されている。
【００１７】
プラスチックのディスクの各々の頂部の凹状領域には、接着剤が裏打ちされた“マッシュ
ルームフック”パッド（図１、符号Ｊ）が着座せしめられている。“マッシュルームフッ
ク”パッドの目的は、プローブに取り付けられた“マッシュルームフック”パッド（図１
、符号Ｋ）と選択的に係合してプローブを使い捨ての包帯装置に取り付けることである。
２つのプラスチックのディスクと平らな接着ストリップとの間には、２つの半透明なシリ
コーンの窓（図１、符号Ｅ）がサンドイッチされている。これらの窓は、赤外光が通るの
を許容するが、プローブと患者との間の接触を防止し、結果的に再利用可能なプローブ自
体の汚染を防止するように設計されている。
【００１８】
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上記の部品は本発明の使い捨て包帯装置を構成し、この装置は図２の符号Ｂとして組み立
てられた状態で示されている。
本発明の別の実施形態においては、使い捨て包帯装置は図４におけるような構造としても
良い。図４は、包帯装置の“マッシュルームフック”パッド（図４、符号Ｊ）が、プロー
ブのハウジング（図４、符号Ｇ）に永久的に取り付けられているプローブの“マッシュル
ームフック”パッド（図４、符号Ｋ）と選択的に係合するために、接着性の平らなストリ
ップ（図４、符号Ａ）に直に接合されている装置の分解図である。
【００１９】
使い捨ての包帯装置の好ましい実施形態においては、包帯ストリップ（図７、符号Ａ）は
、互いにかみ合う容器半体間にサンドイッチされている。容器の頂部半体（図７、符号Ｂ
）は、包帯ストリップ内に切られたスロット（図７、符号Ｄ）内に押し込まれ且つ容器の
底部半体（図７、符号Ｆ）内の凹み（図７、符号Ｅ）と係止係合して、それらの間に包帯
をサンドイッチし且つ係止する係止レバー（図７、符号Ｃ）を含んでいる。包帯ストリッ
プは、発光ダイオードからの光の伝播及び受光のための２つの開口（図７、符号Ｇ）と、
係止レバーを有しているモジュール型ハウジング（図５、符号Ｄ）内に収容されたパルス
型オキシメータセンサーのフォトセル検知器と、を含んでいる。このパルス型オキシメー
タセンサーは、係止レバー（図５、符号Ｄ）を有しているモジュール型ハウジング内に入
れられており、レバーは容器内のスロット（図７、符号Ｈ）と係合し、それによって、ハ
ウジングを容器内の定位置に係止する。更に、容器の底部半体（図７、符号Ｆ）は放射線
透過性の材料から構成されていて、発光ダイオード及びプローブハウジング内に含まれて
いるフォトセル検知器が、包帯容器内に結合されたときに、包帯ストリップの開口を介し
て及び容器の底部半体の放射線透過性の材料を介して及び患者の外肢を介して、光を伝播
し且つ受光するのが可能になる。図８においては、完全な再使用可能なパルス型オキシメ
ータプローブ及び包帯アセンブリが、組み立てられ且つ人間の指上で使用される準備がで
きている状態で示されている。
【００２０】
（他の締結手段）
理解することができるように、本発明の上記の構成部品を製造する多くの方法がある。上
記の説明は、再使用可能なパルス型オキシメータセンサーを、“マッシュルームフック”
タイプのフック及びループ材料によって及び電話型のモジュールコネクタ及び容器の使用
によって、使い捨ての包帯装置に取り付けることを記載している。この手段に加えて、標
準的なフック及びループ材料、“リングアンドグルーブ”タイプのスナップオンコネクタ
、“プッシュアンドツイスト”タイプのルアー係止コネクタ及びねじが切られたフランジ
タイプのコネクタを含むたくさんの他の方法を使用することができる。
【００２１】
（使用方法）
個々の患者に使用するために、プローブは以下の方法で固定される。
最初に、裏打ちが使い捨ての包帯装置の接着ストリップから取り外される。この装置の開
口のうちの一つは、患者の外肢の爪床の中心に目視によって位置決めされ、接着ストリッ
プの一方の側及び楕円形の突出部が患者の指に接着される。次いで、ストリップの残りの
部分が、患者の外肢の端部を覆うように湾曲され、プラスチックのディスクは、指の他方
の側部にすでに取り付けられているプラスチックのディスクと正反対となるように整合さ
れる。使い捨ての包帯装置がひとたび患者に適正に接着されると、プローブアセンブリの
プラスチックのハウジングは、指の両側の定位置へと容易にスナップ式に貫入させること
ができる。図３においては、組み立てられたプローブ全体が、患者に対して使用されてい
ることがわかる状態で示されている。
【００２２】
各患者に対して使用するためには、本発明の好ましい実施形態であるモジュール型のプロ
ーブ及び包帯アセンブリは以下のように取り付けられる。
最初に、裏打ちが接着ストリップから取り外される。次いで、ストリップが包帯上の指示
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された場所で折り畳まれ、次いで、ストリップが人間の指の両側に接着される。ひとたび
包帯装置が定位置に配置されると、プローブのハウジングが容器内に押し込まれ且つ係止
レバーによって定位置に係止される。患者が病院の種々の施設領域間を移動されるときに
、プローブは取り外すことができ、患者は、新しい施設領域に運ばれて、更なる読み取り
のために、その領域のオキシメータプローブが容器内に押し込まれる。
【００２３】
図９に示されているように、本発明は、患者が部署間又は施設間で移送される時に、異な
る部署又は施設において使用されている異なる製造元のオキシメータに容易に適用可能で
ある。図９に示されているように、患者が病院又は施設に受け入れられるときに、受け入
れ領域ＡＤにおいて、オキシメータ包帯が最初に適用される。次いで、患者は、種々の血
清学的で病理学的な試験がなされるときに、別の試験領域又は部署ＤＩ内を通過するかも
しれない。次いで、患者は、Ｘ線及び核磁気共鳴映像（ＭＲＩ）走査がなされる場所のよ
うな放射線医学領域に移送されつつある状態で示されている。手術部署ＤＳ及び回復室Ｒ
Ｒ及び病室ＰＲのような他の部署に患者を移送させるかもしれず、これらの部署において
は、いずれの場合にも、本発明に従って、包帯上の容器がプローブのエミッタ及び検知器
要素を受け入れ且つこれらをハウジング上に保持することができる。
【００２４】
本発明の装置の適応性の例が図１０に示されている。この図示した実施形態においては、
患者が居る一つの部屋に配置され且つ患者の指に取り付けられた出願人の使い捨て包帯装
置を有している核磁気共鳴映像装置又はＭＲＩ装置が示されている。この場合には、患者
は、患者が真にＭＲＩ作業がなされるＭＲＩ施設内に居る。発光ダイオード及びパルス型
オキシメータＰＯ内に差し込むためのコネクタ又はプラグを備えた発光ダイオード及び光
検知器を有するコネクタに結合された光ファイバケーブルの端部にプローブハウジングが
示されている。光ファイバケーブルの発光端部及び受光端部が、ＩＲ光を指の中へ射出す
るためにモジュール型ハウジング内へ導かれ且つ配向され且つ指の中を伝播されたＩＲ光
を受け取る。ＭＲＩ用途においては、鉄を含む材料が許容されないので、ＬＥＤは、何フ
ィートも離れた（５０フィート以上離れた）部屋の中に配置されており、オキシメータ装
置は、出願人の包帯装置と理想的な導通状態にある。従って、鉄を含まない材料が必要と
される状況においては、プローブは、出願人の使い捨て包帯装置の容器とかみ合い係合す
るように設計された鉄を含まないハウジング及び材料を有する。プローブのハウジングは
、パルス型オキシメータの近くのプローブの他端にあるＬＥＤと、光ファイバによって連
通している。
【００２５】
上に示されているように、環境内におけるあらゆる金属の存在がＭＲＩの読み取りを行う
ことができる核磁気共鳴映像（ＭＲＩ）状況の場合には、プローブ及びエミッタ構成要素
は、ＭＲＩ装置から離れて配置され、患者へ及び患者から光を運ぶ。この場合には、オキ
シメータのプローブハウジングは、光ファイバケーブルの終端であり、従って、モジュー
ルハウジングは、包帯容器内に挿入することができ且つこの形態でオキシメータの読み取
りが遠隔領域からなされる。
【００２６】
本発明の全ての実施形態においては、プローブがもはや患者に必要とされないとき、再使
用可能なプローブのハウジングは、使い捨て包帯装置から簡単にスナップ式に脱係合せし
められ、包帯装置は廃棄され、次いで、プローブは新しい包帯装置と組み合わされて新し
い患者に再使用することができる。
【００２７】
以上、好ましい実施形態に関連して本発明を説明したけれども、本発明の他の実施形態、
適応及び変形が当業者に明らかであるということが理解されるであろう。
【００２８】
【発明の効果】
部署間又は施設間の移送は、使い捨ての包帯装置の容器とかみ合い係合するハウジングを
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含む限り、種々の製造元のプローブを受け入れる包帯装置を有することによって著しく容
易にされる。
【００２９】
最近の再使用可能なパルス型オキシメータのプローブは、回路を制限することができる“
二枚貝”型のクランプ装置が患者に直接貼り付けられる“Ｙ”型のプローブである。これ
らの両タイプのプローブもまた、患者の皮膚及び体液と直接接触し且つ使用後に殺菌する
必要がある。これらの装置が多くの面を組み入れており且つ時々は多孔質材料を組み込ん
でいるという事実により、適正な殺菌はきわめて難しい。本発明においては、再使用可能
なプローブと患者の皮膚又は体液との間の接触がない。
【００３０】
ケーブル、コネクタ及びフォトダイオードが全て使用後に廃棄されるという事実により、
高いステータプローブはきわめて高価である。本発明は、清潔さの見地において、使い捨
てプローブと同じ目的を達成するが、取り付け装置のみが使用後に廃棄されるので、健康
管理施設に対する費用は遙かに少ない。
【００３１】
包帯装置のプラスチックのディスクの凹状形状においては、接着ストリップによって裏打
ちされたきに、この装置は、患者の指の側部からの外部光の入射を防止する点においてき
わめて有効である。市販されている最近のプローブにおいては、これらの形状及び固定手
段の性質により、使い捨てであるか再使用可能であるかは、外部光の受光の処理において
問題を有する。
【００３２】
本発明は、プローブを使い捨ての包帯装置に取り付けるための容易にスナップ式取り付け
、スナップ式取り外し又はモジュール型コネクタ取り付け手段によって容易にされる。過
去において入手可能なプローブがシールドされたタイプの装置は、元の製造者のプローブ
の変形を必要とするばかりでなく、可撓性のラミネートされたプローブを各患者のための
シース内に挿入するという難しい行程を必要とした。
【００３３】
プローブがシールドされた装置は、ラミネート行程が含まれることにより、ラミネート材
料を通る赤外光の伝播及び受光について何らかの問題を生じた。本発明は、患者からプロ
ーブを隔離するためのシリコーン窓を使用している。赤外光の伝播及び受光は、半透明の
シリコーンを介する通過によって影響を受けない。
【００３４】
環境意識が強い今日においては、何千万もの使い捨てのプローブから発生された年間廃棄
物は非常に多い。本発明は、かなりの数で使用される場合には、使い捨てのパルス型オキ
シメータのプローブによって発生される環境廃棄物の量を著しく減じることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を組み込んだ再使用可能なパルス型オキシメータ及び使い捨ての包帯装置
の分解図である。
【図２】本発明の構成部品として個々に示された再使用可能なパルス型オキシメータ及び
使い捨ての包帯装置の正面図である。
【図３】人間の指上に使用されている本発明を示す正面図である。
【図４】“マッシュルームフック”材料自体が使い捨て包帯装置の容器として使用されて
いる、本発明の別の実施形態の分解図である。
【図５】再使用可能なプローブの発光ダイオード及びフォトセル検知器が、係止レバーを
備えたモジュール型ハウジング内に取り付けられている、再使用可能なパルス型オキシメ
ータの好ましい実施形態の組み立てられた状態の斜視図である。
【図６】再使用可能なパルス型オキシメータセンサーの好ましい実施形態の分解図である
。
【図７】包帯装置の好ましい実施形態の分解図であり、当該実施形態においては、容器の
頂部が、モジュール型プローブハウジングの係止レバーと係合するためのスロットを組み
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込み、放射線透過性の窓が包帯ストリップの両側に取り付けられて、係止レバーによって
２つの容器半体間に包帯をサンドイッチし且つ固定している。
【図８】人間の指上に使用する準備ができた本発明の好ましい実施形態を示している斜視
図である。
【図９】部署間又は施設間での患者の移送を示している、フロー図である。
【図１０】本発明の使い捨ての包帯に、発光装置及び検知器を接続する光ファイバケーブ
ルをプローブハウジングが利用することができる方法を示している配置図である。
【符号の説明】
図１のＡ　ストリップ、　　図１のＢ　突出部、　　図１のＣ　開口、
図１のＤ　ディスク、　　図１のＥ　シリコーンの窓、
図１のＦ　パルス型オキシメータのプローブ、
図１のＧ　ハウジング、　　図１のＨ　発光ダイオード、
図１のＩ　フォトセル検知器、　　図１のＪ、Ｋ　パッド、
図５のＡ　発光ダイオード、　　図５のＢ　フォトセル検知器、
図５のＣ　モジュール型容器、　　図５のＤ　係止レバー
図７のＡ　包帯ストリップ、　　図７のＢ　容器の頂部半体、
図７のＣ　係止レバー、　　図７のＤ　スロット、
図７のＦ　容器の底部半体、　　図７のＧ　開口、
図７のＨ　スロット
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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